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「
地
域
で
輝
く
学
校
の
創
造
」
を

目
指
し
て

こ
の
度
の
東
日
本
大
地
震
及
び
大
津
波
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
被
災
地
の
皆
様
の
ご
健
康
と
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
で
は
４
月
８
日
に
始
業
式
、
入
学
式
を
挙

行
し
、
併
せ
て
高
等
部
佐
敷
分
教
室
の
開
設
式

並
び
に
入
学
式
を
行
い
、
小
学
部
に
３
人
、
中

学
部
に
２
人
、
高
等
部
重
複
に
２
人
、
同
訪
問

教
育
に
１
人
、
高
等
部
佐
敷
分
教
室
に
５
人
の

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
１
３
人
の
新
入
学
児

童
生
徒
た
ち
は
、
新
し
い
友
だ
ち
や
先
生
方
に

出
会
い
、
学
習
に
、
運
動
に
大
き
く
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
総
勢
３
２
名
の
児

童
生
徒
と
と
も
に
、
心
の
底
か
ら
湧
い
て
く
る

「
輝
く
笑
顔
」
の
中
に
、
相
手
を
思
い
や
る
心

を
大
切
に
育
て
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
学
校
目
標
に
「
地
域
で
輝
く
学
校
の
創
造
」

と
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
校
１
学
期
の
最
大
行
事
は
運
動
会
で
す
。
例

年
５
月
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
４
月
よ
り
隣

接
す
る
く
ま
も
と
芦
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
本

館
の
耐
震
化
改
築
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
例

年
使
わ
せ
て
頂
い
て
い
た
ホ
ー
ル
が
借
用
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
学
校
の
中
で
開
催
す
る
こ

と
に
し
、
や
む
な
く
来
客
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
に
は
人
数
を
制
限
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
教
育
課
程
の
中

で
の
運
動
会
単
元
は
児
童
生
徒
た
ち
の
活
動
を

大
切
に
す
る
重
要
な
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

児
童
生
徒
た
ち
の
障
が
い
の
程
度
と
種
類
に
応

じ
て
３
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
に

本
校
運
動
会
は
、
５
月
２
９
日
に
白
団
と
赤
団

に
分
か
れ
た
エ
ー
ル
の
交
換
か
ら
始
ま
り
、
優

勝
を
目
指
し
て
小
中
学
部
競
技
、
高
等
部
競
技
、

全
校
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
「
世
界
に
二
つ

だ
け
の
花
」
を
咲
か
せ
た
後
、
大
き
な
虹
を
描

き
出
し
た
り
、
真
ん
中
に
お
い
た
竹
を
自
分
に

に
で
き
る
得
意
な
動
き
を
生
か
し
て
、
取
っ
て
は

陣
地
に
運
ぶ
競
技
な
ど
に
、
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
会
場
は
保
護
者
の
応
援
と
歓
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

次
に
訪
問
教
育
の
児
童
生
徒
た
ち
は
、
学
校
へ

の
移
動
と
狭
い
会
場
で
の
活
動
に
困
難
を
来
す
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
５
月
２
５
日
に
セ
ン
タ
ー

の
１
室
を
お
借
り
し
て
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
種
目
に
「
ま

ん
な
か
ね
ら
え
！
玉
入
れ
！
」
が
あ
り
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
動
き
に
合
わ
せ
た
ス
イ
ッ
チ
を
使
っ

て
ボ
ー
ル
を
飛
ば
す
と
、
見
事
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
に

ス
ト
ラ
イ
ク
し
て
は
大
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
セ

ン
タ
ー
の
看
護
師
さ
ん
や
本
校
職
員
も
応
援
に
駆

け
つ
け
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
、
佐
敷
分
教
室
で
は
６
月
５
日
に
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
銘
打
ち
、
ペ
タ
ン
ク
と
風

船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。
当
日
は
保

護
者
の
方
も
選
手
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
頂
き
、

久
々
の
運
動
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
他
、
佐
敷
分
教
室
で
は
地
域
へ
の
貢

献
を
目
的
と
し
て
通
学
路
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
み
、
お
れ
ん
じ
鉄
道
高
架
橋
下
の

地
下
道
を
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
き
れ
い
に
し
ま
し

た
。
佐
敷
分
教
室
に
お
け
る
一
つ
一
つ
の
取
組
は
、

生
徒
自
身
の
手
に
よ
っ
て
分
教
室
と
い
う
真
っ
白

な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
新
し
い
教
室
を
創
造
し
、
生
徒

た
ち
の
社
会
参
加
と
自
立
へ
向
け
て
の
確
か
な
歩

み
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
知
肢
併
設
と
い
う
新
た
な
教
育
活
動
へ
の
ス
テ

ッ
プ
を
踏
む
本
校
は
、
今
年
度
も
地
域
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
の
セ
ン
タ
ー
校
と
し
て
の
役
割
を

確
実
に
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
重
度
・
重
複
肢
体

不
自
由
の
障
が
い
を
有
す
る
子
ど
も
た
ち
と
、
知

的
障
が
い
を
有
す
る
生
徒
た
ち
が
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
の
中
で
学
び
、
輝
く
笑
顔
を
見
せ
て
生
き

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
今
後
と
も
、
く
ま
も
と
芦
北
療
育
医
療

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か

ら
確
か
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
、

職
員
一
同
、
明
る
く
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

役 職 名 前

会 長 川嶋 雅子

（中学部）

副会長 中丸 寅男

（高等部）

山田 良介

（佐敷分教室）

庶 務 川口 千春

（中学部）

丸尾 直美

（小学部）

会 計 津田 恒伸

（高等部）

監 査 種村由起子

（小学部）

顧問 髙瀬校長

本
校
第
４
代
校
長
萩
嶺
昭
信
先
生
に
お
か
れ
ま

し
て
は
４
月
３
０
日
に
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

先
生
の
学
校
教
育
に
対
す
る
多
大
の
ご
功
績
に
対

し
て
、
こ
の
度
、
内
閣
府
よ
り

正
六
位

瑞
宝

双
光
賞

が
授
与
さ
れ
、
６
月
２
２
日
、
校
長
室

で
、
ご
遺
族
の
鬼
塚
美
佳
様
、
溝
口
志
穂
様
ご
姉

妹
に
伝
達
し
ま
し
た
。

萩嶺先生のお嬢さ
ん方に受け取って
いただきました。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
四
日(

日)

、
保
護
者
授
業
参
観
後
の
午
後
二
時
三
十
分

よ
り
、
西
棟
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
お
い
て
本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
開
設
さ
れ
た
高
等
部
佐
敷
分
教
室
を
含
む
多
数
の
保
護
者
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
村
添
会
長
、
髙
瀬
校
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
学
校

長
か
ら
は
、
本
校
教
育
目
標
の
実
現
を
目
指
す
と
共
に
、
本
年
度
の
学
校
経
営
の
力

点
で
あ
る
「
地
域
で
輝
く
学
校
の
創
造
」
へ
む
け
て
の
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
進
行
に
あ
た
っ
て
は
、
高
等
部
二
年
保
護
者
の
小
佐
田
軍
治
様
に
議
長
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

議
事
内
容
は
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
、
会
計
・
決
算
報
告
、
二
十
三
年
度
役
員

選
出
、
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案
、
積
立
金
、
二
十
三
年
度
会
計
予
算
に
つ
い
て
で

し
た
。
す
べ
て
の
議
案
を
小
佐
田
様
の
適
切
な
進
行
に
よ
り
、
滞
り
な
く
審
議
、
承

認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
と
し
て
、
学
校
よ
り
い
く
つ
か
説
明
、
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
運
動
会
、
に
こ
ふ
れ
の
お
弁
当
再
調
理
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
同
様
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
も
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
佐
敷
分
教
室
に
関
連
し
た
行
事
も
入
っ
て
参
り
ま
す
が
、
御
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
。

お
忙
し
い
中
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
た
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

教
頭

宮
田
寿
光
）

い
と
で
ん
わ



平成２３年度がスタートして４か月が過ぎようとしています。今年度も昨年度から引
き続き、教育相談という形で、この地域の子どもたちと一緒に勉強をしたり、地域療育
事業「にこにこなかま」の療育活動に参加したりと、たくさんの子どもたちと関わりを
持たせていただいています。また、巡回相談や各学校の校内研修、本校で行っている勉
強会などのいろいろな場面で、たくさんの先生方や関係者の皆様とのやり取りをさせて
いただいております。そのすべてが私たちにとって大切な学びの場であり、養護学校の
コーディネーターを育ててくださっているのは、この地域なのだと改めて感じる日々で
す。
そんな私たちの学びを地域に還元する取組の一環として、水俣・芦北地域の皆さんに
特別支援教育について広く深く知っていただく機会として「平成２３年度水俣・芦北地
域特別支援教育セミナー」を本年度も開催します。期日は夏季休業中の８月１７日水曜
日、会場は津奈木町のつなぎ文化センターです。
本年度のセミナーの内容は、午前中に、九州看護福祉大学の水間宗幸先生に御講演を
いただきます。午後からは、例年どおり、以下の四つの分科会を設けます。
①「幼稚園・保育園・保育所・小学校・中学校の実践発表」
②「子どもとの関わり・子育てについて」（保護者の方の分科会です）
③「発達障がいの特性と具体的な教材の活用方法について」（小中学校のリーダーコー
ディネーターが中心となって企画する分科会です）
④「移行支援の充実を目指して～高等学校の特別支援の取り組みを知ってください～」

このような内容で、参加の皆さんのニーズに少しでもお応えしたいと考えています。
なお、本セミナーの御案内は各学校及び関係機関に配布しておりますので、どうぞ御
覧ください。お問い合わせは次までどうぞ。

芦北養護学校 ℡ ０９６６－８２－４６２７ 担当 宮田まで

【２学期の主な行事】

【９月】
・ 1日(木) 始業式
・ 9日(金) 佐敷分教室完成披露会
・11日(日) PTA研修会
・29日(木)～30日(金)
高等部修学旅行(本校)

【１０月】
・11日(火)～14日(金)学校公開
【１１月】
・ 6日(日)

にこにこふれあい発表会(本校)
・12日(土)～13日(日)
芦高祭 販売会(分教室)

【１２月】
・10日(土)お楽しみ会(本校)
・22日(木)終業式

※本校の行事には(本
校)、分教室には(分教
室)、何もないものは
共通です。スケジュー
ル管理にお役立て下さ
い。

５月に行われた本校の運動会と佐敷分教室ポーツレクレーションの特集です。本校では、センターが工事中という
ことで、校内東棟プレイルームでの開催となりました。そのため、毎年スクーリングで参加している訪問教育の児童
生徒は別日にセンター内で開催するなど、いつもとは少しだけ違った運動会でした。また、新設された佐敷分教室は、
芦北高校の体育館でスポーツレクレーション大会を行いました。児童生徒たちは、一生懸命準備に、そして競技に取
り組むことができました。ここでは、「運動会（スポーツレクレーション）を振り返って」というタイトルで各学部
の取組を紹介しています。どの学部からも子どもたちの輝いている姿が見えますよ！あの時の感動をもう一度！！

【小・中学部～みんなにエールを！！～】
SCOP（スコップ）メンバー
の“まさピー”とともに、『世
界に二つだけの花』が見事に咲
いた今年の運動会でした。毎日
の練習の積み重ねはもちろん、
大きな花や会場装飾の花の絵の
制作、まさピーの衣装の花付け
など準備もみんなで取り組み、
『S（素敵な）、C（ﾁﾙﾄﾞﾚﾝの）、O
（大きな）、P（ﾊﾟﾜｰ）』を、小

・中学部
全員で精一杯発揮することができま
した。当日もその頑張りにたくさん
のエールをもらいました。また、最
後のライブに相応しい盛り上がりを
見せ、まさピーの突然の引退宣言も
大きな反響を呼びました。「まさピ
ー!カムバック！！」（猪木真紀子）♪歌いましょ♪

花が咲いたぞー！

【高等部～それぞれの
できることを精一杯～】

学部競技は「THE 竹とり」。赤
白に分かれて中央にある竹を取り合
い、自分の陣地に戻って支柱に竹を
差し込むというルールで行いまし
た。より早く長い竹を取って数多く
運べるか、チーム毎に作戦を練り、
それぞれで竹を取る道具を工夫して

取り組みました。竹を運ぶ道具の使
い方や、竹を支柱に入れることも、
練習を重ねるにつれて上手になり、
運動会本番では、１０本の支柱全部
に竹が差し込まれるという、白熱し
た勝負になりました。竹を運ぶ係、
差し込む係など役割を分担したり、
生徒同士のチームワークが発揮され
た運動会になりました。(赤松博文)

落ちついて！！

白に負けるな～！

【訪問教育～みんなで
楽しく～】

今年の訪問教育は、５月２５日
（水）にくまもと芦北療育医療セ
ンターの１１０号室で「平成２３
年度運動会訪問教育の部」を行い
ました。その中で、７人の児童生
徒は「まんなかねらえ！玉入れ！」
と「おおものねらえ！魚釣り！」
の２競技に取り組みました。小学１年生の二人にとっては、

初めての運動会です。授業とし
ては、初めて ICU から出ての活
動ということもあり、ちょっと
緊張した様子もありましたが、
先生や先輩たちと一緒に競技に
参加することができました。他
学部の生徒や先生たちも応援に
駆けつけてくださり、大いに盛
り上がった運動会となりました。
(今村郁巳)

玉はどこに入った？

俊君、スイッチオン！

【佐敷分教室～全員一体で～】
６/５（日）芦北高校体育館にお
いて、第１回佐敷分教室スポーツ
レクリエーション大会が行われま
した。生徒５人を始め、保護者、
職員など３５人の参加がありまし
た。「みんなで仲よく一つになろう」
をスローガンに、ペタンクや風船
バレーを楽しみました。生徒たち
は、日頃の練習の成果を発揮し、絶妙なコントロールで球を

的に近づけたり、チーム対抗戦で
は、一人一人が球を投げるたびに
会場が歓声に包まれました。風船
バレーでも、回を重ねるごとにチ
ームワークがよくなり、決勝戦で
は１点を争う好ゲームが展開され
ました。さわやかに汗をかいた後
は昼食会を開き、更に親睦を深め
ることができました。(村﨑孝文）

相手コートにそれっ！！

全員集合（*^_^*）




